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機能の概要
ハンガリー - タックスインボイス処理のサプライヤ通知および受信拒否オプション
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機能の概要
新機能: ハンガリー - タックスインボイス処理のサプライヤ通知および受信拒否オプション

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

やや複雑

国固有

業務的購買/Ariba Network (Commerce Automation/電子
請求)

この機能は、通常の設定で「オン」になっています。[請求
書ルーティング] オプションの一部として、受信を拒否す
るために必要な決定を行うことができます。

オンラインレポート機能を使用するすべてのサプライヤ
は引き続き、リーガルプロファイルを作成し、NAV 技術
ユーザーの詳細を入力する必要があります。(個別 KT 
の一部)

サプライヤが受信を拒否「できる」かどうかを相互に定義
するためのアプローチについて、バイヤーとサプライヤが
一致している必要があります。

2018 年 7 月/8 月の NAV オンラインレポートのサポート
を実装すると、サプライヤは Ariba Network 経由で請求書
を作成し、NAV への必須のオンラインレポートによるメリッ
トを得ることができます。

ただし、一般にサプライヤは、すでにバックエンドまたは他
の請求書発行「ソフトウェア」を NAV システムに統合して
いるため、「独自の」システムだけを使用してタックスイン
ボイス処理およびオンラインレポートを行えるよう強く求め
ています。

オンラインレポートを使用しているサプライヤは、オンライ
ンレポート時に潜在的なエラーがより適切に表示されるよ
うに要求しました。

SAP Ariba では、Ariba Network を使用するバイヤーと
の調整が行われていれば、ハンガリー向け Ariba 
Network でタックスインボイス処理の作成を受信拒否す
るオプションがサプライヤに提供されます。

SAP Ariba では、SAP Network を使用してハンガリー向
けのタックスインボイスを作成およびレポートするか、また
は独自のバックエンド (または他のシステム) を代わりに
使用するオプションと、バイヤーに税文字が含まれない
「仮の」請求書を作成し、バイヤーに送信するだけのオプ
ションの両方がサポートされています。

オンラインレポート時に潜在的な問題をより適切に表示す
るために、サプライヤが電子メール通知を受信できるよう
になりました。
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バイヤーの考慮事項: サプライヤへの「受信を拒否」するオプションの提供

ハンガリーは欧州連合 (EU) に属するときに、関連する EU 指令で規制された「標準」電子請求書処理を越える電子請求書処理の要件を
2 つ導入しました。

ハンガリー国家税関税局 (NAV) は、現地の法規制に従って有効な請求書を生成するために、追加要件を満たす「請求書処理ソフトウェ
ア」を使用することを要求しています。2018 年 7 月以降、サプライヤが各請求書の抜粋を NAV で運用されるオンラインシステムに送信す
る必要があることが重要な要件になっています。さらに、現地の税制には、タックスインボイスを作成するシステムとまったく同じシステム
から、NAV オンラインレポートが (自動的に) 実行される必要があることが記述されています。

一般に、バイヤーは Ariba Network を使用してタックスインボイスを作成する (署名済み cXML). ようにサプライヤに要求します。このこと
は、バックエンドシステムで処理される請求書が監査時に提出される法定のタックスインボイスであることをバイヤーが確認する際に役立
ちます。

ただし、NAV オンラインレポートの税要件の導入に伴い、
(一部/多数の) ハンガリーのサプライヤは、すでに NAV オ
ンラインレポートシステムに接続されている独自の ERP シ
ステム (または他の請求書発行システム) を使用したいと考
えており、「Ariba」のお客様専用の標準プロセスと異ならな
いことを望んでいます。

Ariba はその要求を理解しており、(10 月 AN リリースでは) 
サプライヤが Ariba Network を使用してもしなくても法定の
タックスインボイスを作成できる柔軟性が備えられていま
す。

Ariba では、バイヤーとサプライヤの
両者の期待が異ならないように、両者
が 1 つの概念に同意していることを推
奨しています。
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ハンガリー向けのタックスインボイス処理とオンラインレポートの受信拒否

 電子請求書ルーティング/タックスインボイス処理およびアーカイブ
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警告/エラーの電子メール通知

NAV オンラインシステムから

警告またはエラーが返された場合は、

サプライヤが電子メール通知を受信します。

必要に応じて、通知に基づいて、

サプライヤは Ariba Network で請求書を修正するための

処理を行うことができます。

通知を設定するには:

1) [会社設定] をクリックします。

2) [アカウント設定] から [通知] を選択します。

3) [Network] タブをクリックします。

4) 請求書処理失敗を示すボックスを確認します。

5) 請求書が配送できないか、拒否されたら、通知を送信します。

必要な電子メールアドレスを入力します。


